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歳
入
全
体
の
う
ち
自
主
財
源
は
、

18
億
６
３
４
０
万
円（
23
・
２
％
）

で
、大
部
分
は
国
や
県
な
ど
に

頼
っ
た
依
存
財
源
の
61
億
６
５
９

９
万
円
（
76
・
８
％
）
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
大
半
を
占
め
る
町

税
は
、
昨
年
度
か
ら
１
１
０
１
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
の
う
ち
地
方
交
付
税

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
を

か
け
て
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
合

併
特
例
加
算
措
置
が
４
年
目
を
迎

え
た
こ
と
に
加
え
、
景
気
回
復
に

伴
う
経
済
対
策
経
費
の
廃
止
に
よ

り
、
前
年
度
か
ら
２
億
５
千
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
自
主
財
源

町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源

■
依
存
財
源

国
や
県
に
定
め
ら
れ
た
額
を

交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て

ら
れ
た
り
す
る
財
源

■
町
税

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
（
町
民
税
や
固

定
資
産
税
な
ど
）

■
地
方
交
付
税

町
が
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
た
め
に
、
国
か
ら
町

に
交
付
さ
れ
る
お
金

■
町
債

学
校
や
道
路
な
ど
を
建
設
す

る
た
め
、
国
や
金
融
機
関
な

ど
か
ら
調
達
す
る
長
期
の
借

入
金

■
財
産
収
入

町
の
土
地
や
建
物
な
ど
の
貸

付
収
入
や
売
払
収
入
・
預
金

の
利
子
収
入
な
ど

用
語
の
解
説
（
１
）

平成30年度の まちの予算 が決まりました

一般会計　　80億2,939万円（前年度比　9億1,904万1千円減）
総　　額　139億8,963万8千円（前年度比 12億88万1千円減）

一般会計　歳入（自主財源と依存財源で構成）

歳入
80億

2,939万円

自主財源
(23.2％)

依存財源
(76.8％)

使用料及び手数料
1億5,253万円(1.9％)

分担金及び負担金
4,146万6千円
(0.5％)

財産収入
4,098万4千円
(0.5％)

その他自主財源
7億7,410万9千円
(9.7％)

町税
8億5,430万9千円(10.6％)

その他依存財源
2億6,670万円(3.3％)

国庫支出金
4億6,407万円(5.8％)

県支出金
5億2,322万2千円
(6.5％)

町債
5億4,200万円
(6.8％)

地方交付税
43億7,000万円
(54.4％)
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■
投
資
的
経
費

道
路
や
学
校
の
建
設
な
ど
に

要
す
る
経
費
（
普
通
建
設
事

業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
）

■
義
務
的
経
費

法
令
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
支

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
）

■
繰
出
金

特
別
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
た
り
収
支
の
不
足
分
を

補
う
た
め
に
他
の
会
計
（
特

別
会
計
な
ど
）
へ
支
出
す
る

経
費

■
扶
助
費

社
会
保
障
制
度
の
中
で
必
要

と
さ
れ
る
、
各
種
法
令
に
基

づ
く
経
費

■
公
債
費

町
の
借
金
返
済
に
か
か
る
経

費■
物
件
費

町
の
経
費
の
う
ち
消
費
的
性

質
を
も
つ
経
費
（
賃
金
、
旅

費
、
需
用
費 

な
ど
）

用
語
の
解
説
（
２
）

　
歳
出
を
性
質
別
と
目
的
別
の
グ

ラ
フ
で
表
し
て
い
ま
す
。
性
質
別

の
グ
ラ
フ
で
見
る
と
、
物
件
費
は

「
道
の
駅
天
空
の
郷
さ
ん
さ
ん
」の

指
定
管
理
移
行
や
「
久
万
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
」
備
品
の
整
備
完
了

に
伴
い
１
億
９
４
５
５
万
円
の
減

少
。
普
通
建
設
事
業
費
は「
久
万

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
」

や
「
し
尿
処
理
施
設
緊
急
修
繕
工

事
」、「
産
業
文
化
会
館
照
明
設
備

改
修
工
事
」
の
完
了
に
伴
い
６
億

３
６
５
８
万
円
の
減
少
。
公
債
費

は
、
近
年
の
町
債
発
行
抑
制
に
よ

り
元
利
償
還
金
が
１
億
５
０
２
万

円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
経
費
の
内
訳
は
、
義
務

的
経
費
が
35
億
５
０
３
６
万
円

（
44・３
％
）、投
資
的
経
費
が
５
億

１
２
４
３
万
円
（
６・４
％
）、
そ

の
他
経
費
39
億
６
６
６
０
万
円

（
49・３
％
）
で
す
。

一般会計　歳出（「目的別」と「性質別」）

歳出
80億

2,939万円

人件費
19億8,355万8千円(24.7%)

扶助費
5億8,202万7千円
(7.3%)

公債費
9億8,477万9千円
(12.3%)

普通建設事業費
5億492万7千円(6.3%)

災害復旧事業費
750万円(0.1%)

物件費
13億6,070万3千円(16.9%)

維持補修費
5,963万7千円(0.7%)

補助費等
10億1,057万3千円
(12.6%)

貸付金
650万円(0.1%)

投資及び出資金
3億560万円(3.8%)

積立金
2,237万6千円(0.3%)

繰出金
11億9,121万円(14.8%)

予備費
1,000万円(0.1%)

義
務
的
経
費

(44.3%)

投資的経費
(6.4%)

そ
の
他
経
費

(49.3%
)

議会費
7,783万4千円
(1.0%)

総務費
12億806万5千円
(15.0%)

民生費
18億32万3千円
(22.4%)

災害復旧費
750万円
(0.1%) 公債費

9億8,477万9千円
(12.3%)予備費

1,000万円
(0.1%)

教育費
7億7,498万9千円
(9.6%)

消防費
4億3,927万8千円
(5.5%)

土木費
5億5,758万9千円(6.9%)

農林水産業費
9億3,713万円
(11.7%)

商工費
2億746万5千円
(2.6%)

衛生費
10億2,443万8千円
(12.8%)
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●
議
会
費�

７
７
８
３
万
円

★
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入

支
援
業
務
委
託�

２
３
８
万
円

★
面
河
地
域
運
営
協
議
会
活
動
費

補
助
金�

１
０
０
万
円

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
（
10

名
）�

３
８
７
９
万
円

★
免
許
返
納
者
支
援
、
公
共
交
通

利
用
促
進
駐
車
場
整
備
事
業

�

１
３
８
万
円

●
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
更
改
業
務

�

１
６
２
０
万
円

●
地
域
運
営
協
議
会
形
成
事
業

�

２
４
７
万
円

●
電
算
処
理
費�

３
５
７
５
万
円

●
交
通
安
全
対
策
費�

８
８
８
万
円

●
防
犯
対
策
費�

７
５
２
万
円

●
生
活
路
線
バ
ス
費

�

５
１
１
８
万
円

●
移
住
定
住
対
策
費

�

２
３
２
９
万
円

★
愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
費

�

４
６
０
万
円

★
愛
媛
県
知
事
選
挙
費

�

１
５
０
０
万
円

●
道
の
駅
「
天
空
の
郷
さ
ん
さ

ん
」
事
業
運
営
費

�

５
０
２
０
万
円

●
消
防
団
員
活
動
服
更
新

�

１
７
７
０
万
円

●
危
機
管
理
対
策
費

�

１
１
６
２
万
円

●
防
災
行
政
無
線
管
理
運
営
費

�

３
２
２
１
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

�

８
３
２
７
万
円

●
高
齢
者
福
祉
費

�

６
億
９
８
３
２
万
円

●
障
害
者
福
祉
費

�

３
億
６
９
１
０
万
円

保
健
福
祉  

25
億
２
５
０
０
万
円

行
財
政  

25
億
７
４
４
１
万
円

●継続事業　★新規事業

一
般
会
計
の
主
な
事
業

本
年
度
の
テ
ー
マ

　
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
、

　
　
　
　

住
ん
で
み
た
い
」ま
ち
づ
く
り

平成30年度　会計別予算額
区　　　　分 Ｈ２9 Ｈ30 増　減 増減率

一　　般　　会　　計 8,948,431 8,029,390 △ 919,041 △ 10.3
特　　別　　会　　計 4,112,349 3,841,458 △ 270,891 △ 6.6
国民健康保険事業 1,611,000 1,322,490 △ 288,510 △ 17.9
国民健康保険診療所事業 90,427 86,358 △ 4,069 △ 4.5
後期高齢者医療保険事業 150,000 160,000 10,000 6.7
介護保険事業 1,746,453 1,744,436 △ 2,017 △ 0.1
訪問看護事業 22,667 25,143 2,476 10.9
農業集落排水事業 173,249 183,569 10,320 6.0
公共下水道事業 262,029 266,659 4,630 1.8
浄化槽事業 42,010 41,206 △ 804 △ 1.9
凶荒予備事業 7,134 6,788 △ 346 △ 4.9
分譲宅地造成事業 7,380 4,809 △ 2,571 △ 34.8
企　　業　　会　　計 2,129,739 2,118,790 △ 10,949 △ 0.5

町立病院
収 益 937,113 950,950 13,837 1.5
資 本 77,539 71,193 △ 6,346 △ 8.2

町立老人保健施設
収 益 298,118 294,446 △ 3,672 △ 1.2
資 本 47,658 51,892 4,234 8.9

簡易水道
収 益 449,920 432,720 △ 17,200 △ 3.8
資 本 319,391 317,589 △  1,802 △ 0.6

総　　　　計 15,190,519 13,989,638 △ 1,200,881 △ 7.9
※企業会計予算額は収入を計上しています。

（単位：千円・％）

　平成22年度以降の当初予算は、リー
マンショック後の経済対策により、地方
交付税や臨時交付金が増額交付となり予
算額が増加。その後はほぼ横ばいで推移
しています。平成29年度は、久万学校
給食センターの改築工事やし尿処理施設
緊急修繕工事などの実施により一時的に
増加しましたが、今年度は前年度と比較
して10.3％の減少となっています。

町の予算規模の推移

H30

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

一般会計 特別会計 企業会計

（単位：百万円）

8,029 3,841

8,172 4,514 1,303

9,111 4,740 1,310

8,744 4,602 1,301

8,445 4,706 1,290

8,570 4,616 1,282

8,619 4,631 1,328

8,469 4,708 1,297

8,303 4,105 2,179

8,948 4,112 2,130

8,029 3,841 2,1192,119

8,172 4,514 1,303

9,111 4,740 1,310

8,744 4,602 1,301

8,445 4,706 1,290

8,570 4,616 1,282

8,619 4,631 1,328

8,469 4,708 1,297

8,303 4,105 2,179

8,948 4,112 2,130
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●
隣
保
館
費�

６
２
８
万
円

●
さ
さ
ゆ
り
荘
運
営
費

�
１
億
４
０
４
９
万
円

★
社
会
福
祉
計
画
策
定
事
業

�
４
５
９
万
円

●
愛
顔
の
子
育
て
支
援
事
業

�
４
８
９
万
円

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

�

２
２
９
２
万
円

●
児
童
福
祉
施
設
費

�

１
億
４
２
０
６
万
円

※
久
万
保
育
園
が
久
万
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行
し
ま
し
た
。

●
予
防
費�

２
７
８
８
万
円

●
ご
み
・
し
尿
収
集
運
搬
業
務

�

３
４
２
０
万
円

●
一
般
廃
棄
物
処
分
業
務
委
託

�

６
２
６
０
万
円

★
塵
芥
処
理
施
設
解
体
撤
去
調
査

　
計
画
業
務
・
財
産
処
分
業
務

�

１
４
０
０
万
円

★
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
基
本
計
画
業
務

�

８
６
０
万
円

●
簡
易
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

�

３
億
６
４
５
７
万
円

●
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

�

２
６
１
２
万
円

生
活
環
境  

10
億
１
９
４
３
万
円

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
繰
出
金�

１
億
３
０
８
７
万
円

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

　
出
金�

１
億
９
１
６
１
万
円

★
老
朽
危
険
空
家
等
除
去
事
業

�

４
０
０
万
円

●
町
道
大
坊
公
園
線
改
良
工
事

�

３
０
０
０
万
円

★
町
道
市
口
線
改
良
工
事

�

３
０
０
０
万
円

●
橋
り
ょ
う
点
検
業
務
費

�

３
０
０
０
万
円

★
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
東
川

地
区�

１
７
２
０
万
円

●
町
道
久
万
町
本
線
街
路
灯
整
備

�

１
０
０
０
万
円

●
町
道
大
坊
線
改
良
工
事
�
３
０
０
０
万
円

★
町
道
緑
ヶ
丘
線
改
良
工
事

�

１
０
０
０
万
円

●
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
工
事

�

１
０
０
０
万
円

●
久
万
美
術
館
自
主
企
画
展
開
館

30
周
年
記
念
開
催
費

�

７
９
１
万
円

●
山
岳
博
物
館
夏
の
特
別
展
開
催

費�

１
６
５
万
円

●
会
館
費�

２
４
８
３
万
円

教
育
文
化  

８
億
８
５
２
９
万
円

●
上
浮
穴
高
等
学
校
振
興
対
策
協

議
会
補
助
金�

１
３
３
１
万
円

●
町
ふ
る
さ
と
奨
学
金

�

４
０
８
万
円

★
美
川
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
外

部
改
修
工
事�

３
８
０
０
万
円

●
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
保
守
管

理
、
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

リ
ー
ス
料

　
　
　
小
学
校�

４
０
７
７
万
円

　
　
　
中
学
校�

１
１
４
２
万
円

●
小
中
学
校
代
替
バ
ス
の
運
行

�

１
２
９
４
万
円

●
公
民
館
費�

２
９
４
３
万
円

●
図
書
館
費�

３
０
５
４
万
円

●
文
化
財
保
護
費

�

１
３
１
２
万
円

★
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
取

替
工
事
・
高
圧
受
電
設
備
改
修

工
事�

８
０
５
万
円

★
久
万
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
修
繕

工
事�

３
９
５
万
円

★
旧
久
万
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
解

体
工
事�

１
５
０
０
万
円

●
農
業
委
員
会
費�

１
３
３
０
万
円

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
事
業�
４
９
３
０
万
円

★
小
規
模
園
芸
施
設
導
入
支
援
事

産　

業  
10
億
２
５
２
６
万
円

業
補
助
金�

１
５
０
万
円

●
農
業
機
械
施
設
整
備
補
助
金

�

２
０
０
０
万
円

★
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
補

助
金�

２
５
５
０
万
円

●
畜
産
業
費�

２
１
５
０
万
円

●
森
林
整
備
担
い
手
確
保
育
成
対

策
事
業
補
助
金�

３
３
２
７
万
円

●
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備

交
付
金
事
業
補
助
金

�

９
５
４
７
万
円

●
林
業
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

　
金�

２
６
９
０
万
円

●
林
道
ゴ
ン
ゲ
ン
線
開
設
工
事

�

３
０
０
０
万
円

●
林
道
ワ
ラ
ビ
ウ
チ
線
開
設
工
事

�

３
０
０
０
万
円

★
林
道
明
野
線
改
良
工
事

�

２
０
０
０
万
円

●
ま
ち
な
か
交
流
館
事
業

�

１
１
０
６
万
円

★
面
河
渓
再
開
発
基
本
計
画
策
定

業
務
委
託�

３
０
０
万
円

★
皿
ヶ
嶺
竜
神
平
公
衆
ト
イ
レ
設

置
工
事�

１
４
０
０
万
円

★
石
鎚
山
系
連
携
事
業
協
議
会
負

担
金�

７
５
０
万
円
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学芸員のつぶやき
■家の外に出て北斗七星を見つけてみま
しょう。北斗七星のひしゃくに水が入っ
ていると想像してください。夜空に水を
まいているように見えませんか。これが
春霞（はるがすみ）を作るそうです。

北斗七星の和名
天体観測館 41－0110
天体ホームページ
http://www.kumakogen.jp/site/astro/

瓶ヶ森の話。�春の企画展によせて
面河山岳博物館 58－2130
山岳ホームページ
http://www.kumakogen.jp/site/omogo-sangaku/

　
夜
空
は
す
っ
か
り
春
の
星
座
で

埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
最
も
見
つ
け
や
す
い
星
は
「
北

斗
七
星
」
で
し
ょ
う
。
北

斗
七
星
に
は
い
く
つ
か
の

和
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。シ
ソ
ウ
ノ
ホ
シ（
四
三

の
星
）、
ハ
グ
ン
ノ
ホ
シ

（
破
軍
星
）、
ケ
ン
サ
キ
ボ

シ（
剣
先
星
）な
ど
で
す
。

　
「
シ
ソ
ウ
ノ
ホ
シ
」は
、

サ
イ
コ
ロ
の
四
と
三
の
目

が
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
る
こ
と
か
ら
全
国
的
に

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
ま
し

た
。

　
「
ハ
グ
ン
ノ
ホ
シ
」
は
北
斗
全

体
を
指
し
ま
す
。
名
前
か
ら
勝
負

を
つ
か
さ
ど
る
星
と
し
て
占
い
な

ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
「
ケ
ン
サ

キ
ボ
シ
」
は
北
斗
の
柄
の
部
分
を

剣
の
先
と
見
た
名
前
で
、
こ
の
剣

先
が
12
の
方
角
を
指
し
示
す
こ
と

か
ら
、
そ
の
方
角
に
よ
っ
て
戦
の

勝
ち
負
け
を
占
い
ま
し
た
。

　
和
名
は
時
代
と
と
も
に
使
わ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
星
の

文
化
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
考
え

る
人
も
増
え
、
全
国
各
地
の
和
名

を
調
査
し
て
い
る
研
究
者
も
い
ま

す
。
も
し
皆
さ
ん
が
星
の
和
名
を

ご
存
じ
な
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
星
の
名
は
貴
重
な
天
文
資
料

に
な
り
ま
す
。

�

（
藤
田
）

▶
天
文
台
前
か
ら
見
た
北
斗
七
星
「
四
三
の
星
」

学芸員のつぶやき
■６月17日まで当館春の企画展「石鎚
山系写真展・瓶ヶ森劇場」を開催してい
ます。瓶ヶ森に魅了され、通い続けてい
る秋本栄さんの四季の記録（労作）をぜ
ひご覧ください。

　
瓶
ヶ
森
（
１
８
９
６
㍍
）
は
、

「
西
の
石
鎚
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
急
峻
な
石
鎚
と
は
対
照

的
に
な
だ
ら
か
で
女
性
的
な
山
で

す
。「
森
」
と
付
い
て
い
ま
す
が
、

森
林
よ
り
も
サ
サ
原
の
方
が
圧
倒

的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
石
鎚
山

を
背
景
に
、
二
千
石
原
の
白
骨
樹

と
雲
海
と
が
セ
ッ
ト
で
撮
影
さ
れ

た
写
真
は
い
つ
見
て
も
癒
さ
れ
ま

す
ね
。

　
山
名
の
由
来
は
辞
典（
※
）に
よ

り
ま
す
と
「
山
容
が
水
瓶
の
形
を

し
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
。
た
し

か
に
土
小
屋
か
ら
北
東
へ
眺
め
る

と
巨
大
な
山
塊
が
見
つ
か
り
、
水

瓶
の
形
に
見
え
ま
す
。
い
っ
ぽ
う

「
瓶
壺（
写
真
）」
の
存
在
が
瓶
ヶ

森
の
名
の
由
来
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。

　
サ
サ
を
通
過
し
瓶
壺
へ
と
注
が

れ
る
流
水
は「
腐
ら
な
い
水
」「
癌

に
効
く
」と
巷（
ち
ま
た
）で
は
珍

重
さ
れ
、
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
た

時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

壺
の
中
に
は
ジ
ェ
ッ
ト
流
に
よ

り
、
丸
み
を
帯
び
た
変
成
岩
の

数
々
が
堆
積
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
幼
生
が
棲

（
す
）ん
で
い
ま
す
が
、
名
水
な
ら

で
は
の
産
物
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。�

（
岡
山
）

※
引
用
文
献�「
日
本
山
岳
ル
ー
ツ
大
辞
典
」、

　
村
石
利
夫（
編
著
）、竹
書
房
、１
９
９
７
年

▲瓶壺（五右衛門風呂のような甌穴の中にはたく
さんの石が半分くらい埋め尽くされています）
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無
事
に
上
黒
岩
第
２
岩

陰
遺
跡
報
告
書
が
刊
行
さ

れ
ま
す
。
２
０
１
７
年
度

の
調
査
で
思
わ
ぬ
大
成

果
が
得
ら
れ
た
た
め
、

現
地
で
保
存
を
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

な
ど
含
め
、
人
骨
の
情
報

が
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
の

で
、
現
地
に
保
存
し
て
あ

る
縄
文
時
代
の
人
骨
を
回

収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
の
調
査
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
に
行
い
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
約
９
千
年
前
の

縄
文
時
代
の
人
骨
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
大
人
と
子
供
の
骨
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
人
と
子

供
が
確
認
さ
れ
て
い
る
縄
文
時
代

早
期
の
遺
跡
は
、
日
本
で
も
数
少

な
い
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
の

５
月
は
、
発
掘
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
ま
す
。
昨
年
は
、
外

国
や
遠
く
か
ら
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
の
問
い
合
わ
せ
先

は
教
育
委
員
会
（
遠
部
）
＝
電
話

（
21
）
０
１
３
９
で
す
。

�

（
遠
部
）

上黒岩第２岩陰の調査（2018）
Research　Kamikuroiwa　2nd 

久万高原町教育委員会（上黒岩考古館）
21－0139

デッサンの虫　古茂田守介
久万美術館　21－2881
久万美ホームページ
http://www.kumakogen.jp/site/muse/

　
古
茂
田
守
介
（
１
９
１
８

－

６

０
）
は
、
愛
媛
県
松
山
市
出
身
の

洋
画
家
。
兄
・
公
雄
の
影
響
で
絵

を
描
き
始
め
、
や
が
て
猪
熊
弦
一

郎
ら
に
認
め
ら
れ
て
本
格
的
に
絵

画
制
作
を
始
め
ま
し
た
。
戦
中
か

ら
戦
後
に
か
け
て
、
画
壇
で
は
抽

象
表
現
を
主
と
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム

絵
画
が
流
行
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
守
介
は
そ
れ
ら
と
は
一
線

を
画
し
、
一
貫
し
て
具
象
絵
画
の

可
能
性
を
探
求
し
続
け
ま
し
た
。

　
久
万
美
術
館
で
は
、
４
月
21
日

か
ら
、
守
介
の
生
誕
１
０
０
年
を

記
念
し
て
、
収
蔵
品
を
利
用
し
た

デ
ッ
サ
ン
展
を
開
催
し
ま
す
。
久

万
美
は
92
年
に
、
１
０
２
点
（
内

１
点
は
公
雄
）
の
古
茂
田
作
品
を

収
蔵
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
古
茂

田
美
津
子
夫
人
か
ら
、
各
デ
ッ
サ

ン
に
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
そ
の
コ

メ
ン
ト
を
デ
ッ
サ
ン
に
付
記
す
る

こ
と
で
、
作
品
理
解
の
一
助
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
デ
ッ
サ
ン
の
虫
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
無
類
の
デ
ッ
サ
ン
好
き
で

あ
っ
た
守
介
。
写
生
的
な
対
象
描

写
に
よ
ら
な
い
、
自
由
な
守
介
の

デ
ッ
サ
ン
の
魅
力
を
ぜ
ひ
お
確
か

め
く
だ
さ
い
！�

（
中
島
）

学芸員のつぶやき
■先日、愛媛新聞「伊予弁」に、守介に関
する記事を寄稿しました。その後の反響は
他の作家よりも大きく、問い合わせの電話
や来館してくださった方がおられました。
守介がいかに愛媛に根ざした画家である
か、痛感させられました。コレクション展
に向けてさらに気合が入ります！

学芸員のつぶやき
■現地公開は５月４日（金・祝/みどりの
日）午後の予定です。

▶
古
茂
田
守
介
《
鰤
の
照
焼
き
》

　
１
９
５
６
年
ご
ろ

◀『
上
黒
岩
第
２
岩
陰
遺
跡
報
告
書
』表
紙



まちを次代へ･･･

広報 久万高原４月号 8

「
地
域
運
営
協
議
会
」の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
⑦

実
践
を
通
し
て
自
立
が
芽
生
え
る

執筆者プロフィール
笠松 浩樹 さん
中予山岳流域林業活性化
センター、島根県中山間
地域研究センターなどを
経て、2011年より愛媛
大学社会共創学部講師

　
前
号
で
は
、
美
川
・
柳
谷
で
の
話
し

合
い
や
女
性
の
集
ま
り
で
出
た
ご
意

見
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
活
動
を
行
え

る
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
」、「
継
続

的
な
活
動
は
利
益
が
な
け
れ
ば
難
し

い
」、「
地
域
か
ら
や
り
た
い
こ
と
が
あ

ま
り
出
て
こ
な
い
」、「
世
代
交
代
は
進

ん
だ
が
常
に
動
く
人
は
限
ら
れ
る
」、

「
仕
事
と
役
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

に
取
り
か
か
れ
な
い
」
な
ど
が
課
題
に

挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
運
営
協
議
会
設
立
の
検
討
や
実

践
を
行
っ
て
き
た
面
河
で
も
、
関
係
者

は
同
じ
考
え
や
感
想
を
持
た
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
今
号
で
は
、
面
河
地
区
地

域
運
営
協
議
会
設
立
準
備
会
の
検
討
を

通
し
て
、
住
民
の
方
が
抱
い
た
実
感
の

変
化
を
紹
介
し
ま
す
。

　

準
備
会
の
当
初
は
、「
行
政
が
や
れ

地
域
活
動
の
実
感

準
備
会
を
通
し
て
の
変
化

な
い
こ
と
を
住
民
に
押
し
つ
け
て
い

る
」、「
地
域
運
営
協
議
会
の
イ
メ
ー
ジ

が
湧
か
な
い
」、「
具
体
的
な
動
き
が
必

要
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
自
治

へ
の
理
解
が
浅
く
、
見
え
な
い
も
の
を

議
論
し
て
も
わ
か
り
に
く
か
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
こ
で
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
活

動
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
３
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
住
民
皆
さ

ん
の
思
い
を
少
し
ず
つ
形
に
し
て
い
き

ま
し
た
。
協
議
会
に
つ
い
て
「
準
備
会

の
者
が
ま
だ
説
明
で
き
な
い
」
と
い
う

意
見
が
出
る
一
方
、
活
動
の
中
で
「
自

立
の
芽
を
出
そ
う
」
と
す
る
考
え
方
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
観
光

と
福
祉
の
部
会
で
は
新
し
い
仲
間
が
加

わ
り
始
め
ま
し
た
。

　

部
会
活
動
が
具
体
的
に
な
る
中
、

「
来
る
と
こ
ろ
ま
で
は
来
た
、
あ
と
は

協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
規
約
に
位
置
づ

け
れ
ば
い
い
」
と
い
う
段
階
を
迎
え

ま
し
た
。
理
念
を
固
め
る
会
合
で
は
、

「
元
気
で
住
み
続
け
ら
れ
る
」
こ
と
を

地
域
の
姿
と
し
、「
自
立
的
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
」、「
将
来
像
の
実
現
を
こ

の
会
が
や
る
」、「
み
ん
な
が
参
加
で
き

る
」、「
バ
ラ
バ
ラ
の
考
え
や
思
い
を
繋

い
で
い
く
」
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
初
期
の
頃
は
、
地
域
運
営
協
議
会
と

は
何
か
わ
か
り
に
く
い
状
況
で
し
た

が
、
自
発
的
に
行
動
す
る
意
識
が
顕
在

化
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住
民
を

「
繋
い
で
い
く
」
と
い
う
協
議
会
の
役

割
も
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
感

の
変
化
が
ま
さ
に
自
立
の
芽
生
え
で
あ

り
、
大
き
な
進
展
と
い
え
ま
す
。

自
立
の
芽
生
え

面河の観光部会が行ったガイド育成の視察（西予市にて）
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「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
え
ひ
め

２
０
１
８
」（
愛
媛
朝
日
テ
レ
ビ

主
催
）
の
審
査
会
が
松
山
市
で
開

か
れ
、
上
浮
穴
高
校
の
上
高
Ｃ
Ｍ

隊
（
津
島
瑞
樹
代
表
）
が
出
品
し

た
「
Ｊ
Ｋ
の
放
課
後
」
が
特
別
賞

を
受
賞
し
、
年
間
20
回
テ
レ
ビ
放

送
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
女
子
高
生
の
日
常
を

通
し
て
町
の
美
し
い
風
景
を
紹
介

す
る
も
の
で
、
映
像
の
美
し
さ
も

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
11
日
、
面
河
文
化
協
会
主

催
に
よ
る
第
29
回
お
も
ご
ふ
れ
あ

い
芸
能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
石
鎚
天
狗

太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
続
い

て
舞
踊
、カ
ラ
オ
ケ
、詩
吟
な
ど
、

多
彩
な
演
目
で
来
場
者
も
す
っ
か

り
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
お
楽
し
み
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
大
会
が
行
わ
れ
て
大
に
ぎ
わ
い

と
な
り
、
来
場
者
は
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
Ｃ
Ｍ
で
表
現　

特
別
賞
を
受
賞

生
き
が
い
活
動
の
成
果
を
披
露

民謡「しばてん踊り」を披露する出演者の皆さん
審査結果発表で受賞を喜ぶ出演者の皆さん

　
学
校
給
食
調
理
の
衛
生
管
理
基

準
を
満
た
す
た
め
、
平
成
27
年
度

か
ら
改
築
準
備
を
進
め
て
い
た
新

久
万
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
３
月
13
日
に
落
成

式
と
施
設
見
学
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
４
月
か
ら
は
、
よ
り
衛
生
的
で

快
適
な
調
理
環
境
が
保
て
る
ド
ラ

イ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
調
理
場

か
ら
、旧
久
万
町
内
の
幼
・
小
・
中

に
約
５
５
０
食
が
配
送
さ
れ
ま
す
。

　
面
河
地
区
を
中
心
に
実
施
し
て

き
た
、「
地
域
支
え
合
い
応
援
」セ

ミ
ナ
ー
（
町
社
協
主
催
）
の
各
種

事
業
の
報
告
会
が
３
月
13
日
に
行

わ
れ
、
約
70
人
の
参
加
者
が
地
域

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
世
話
人
を
務
め
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
よ
コ
コ
ロ
ザ
シ
大

学
の
泉
谷
さ
ん
は
「
で
き
な
い
理

由
を
探
さ
な
い
。
一
歩
を
踏
み
出

し
て
ほ
し
い
」
と
今
後
の
展
開
に

期
待
し
ま
し
た
。

45
年
間
稼
働　

老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
を
改
築

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
目
指
し
て　

活
動
を
発
表意見を出し合ったグループワークの様子 「マイコンスライサー」の説明を聞く参加者
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総
務
係　

行
政
係

人
事
係　

選
挙
係

総

務

行

政

班

班
長　
中
川　
茂
俊

　
沖
中　
敬
史
、
○
片
山　
知
美

　
坂
本　
耕
紀
、　
坂
本
か
よ
子

秘
書
係　

広
報
・
広
聴
係

政
策
係　

行
政
改
革
係

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

情
報
通
信
係

秘

書

政

策

班

班
長　
渡
部　
定
明

　
大
野　
美
鈴
、　
窪
田　
成
志

　
栗
下　
順
子
、　
伊
藤　
敦
志

　
大
西　
　
聡
、　
西
田　
朋
洸

西
田　
秀
樹

財
政
係　

管
財
係

財

政

管

財

班

班
長　
林　
　
克
也

　
岡　
真
智
子
、　
大
野　
一
仁

　
石
丸　
寛
人
、　
西
野　
　
健

　
山
本　
隆
昭
、　
渡
部　
邦
広

　
安
宅　
孝
輔

総
務
課
付

　
　

愛
媛
県
派
遣�

片
岡　
伸
彦

�

高
岡　
和
輝

　
　

久
万
広
域
森
林
組
合
派
遣

�

班
長　
小
野　
哲
也

総

務

課

課
長　
佐
藤　
理
昭

副

町

長

髙
山　
稔
明

町

長

河
野　
忠
康

◎ 

昇
格
　
　
○ 

昇
任

 

新
規
採
用

平
成
30
年
度　

久
万
高
原
町
役
場　

職
員
配
置

一

般

行

政

横山　海斗（建設課）
　初心を忘れず日々向上心
を持ち、久万高原町の役に
立てるよう努力し続けま
す。

水口　誠人（住民課）
　１日でも早く、１つでも
多く仕事を覚えて、地域の
方々に貢献できるよう日々
まい進していきます。

露口　純平�（保健福祉課）
　緊張しておりますが、一
日でも早く久万高原町に貢
献できるように頑張ってい
きます。

西田　秀樹（総務課）
　仕事だけでなく、行事に
も多く参加し、町民の皆さ
んに必要とされる職員にな
ります。

町
立
病
院
に
宮
本 

裕
也 

医
師
が
着
任
し
ま
し
た

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

　

町
の
組
織
・
機
構
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
変
更
を

行
っ
て
い
ま
す
。

１　
ふ
る
さ
と
創
生
課
道
の
駅
推
進
班
を
廃
止
し
た
。

２　
教
育
委
員
会
事
務
局
国
体
推
進
班
を
廃
止
し
た
。

宮本　裕也 医師
　地域の皆様に安心してい
ただける医療が提供できる
よう精一杯頑張ります。

危

機

管

理

室

室
長　
石
割　
眞
一

　
﨑
山　
辰
徳
、　
二
宮　
直
人

危
機
管
理
係
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大南　昂大（消防本部）
　念願の消防士になり嬉々
として、町民の命と財産を
守る重責を胸に全身全霊努
めます。

筒井　冬也（消防本部）
　消防士としての自覚と責
任を持ち、１人でも多くの
命を救えるように頑張りま
す。

西岡　真里�（教育委員会事務局）
　何事にも精一杯、全力で
頑張っていきたいと思いま
す。よろしくお願いしま
す。

西本　遼司�（農業戦略課）
　本町の職員としての自覚
を持ち、責務を果たせるよ
う、精一杯努力します。

中川　久枝（町立病院）
　患者さん一人ひとりの
様々な不安や痛みを理解
し、少しでも安らげるよう
温かい看護に努めます。

佐子　紘也�（林業戦略課）
　早く職務に慣れ、町民の
皆さんに信頼される職員を
目指して精進していきま
す。

中村　文哉（消防本部）
　この度、新規採用となり
ました中村と申します。人
命救助のため日々精進して
参ります。

住

民

課

課
長
◎
木
下　
勝
也戸

籍
町
民
係

人
権
啓
発
係

国
保
年
金
係

町
民
税
係

固
定
資
産
税
係

収
納
管
理
係

　
菅　
　
朋
子
、　
中
川　
久
美

　
吉
岡
佐
保
里

　
黒
川　
由
紀
、　
仲
渡　
尚
美

　
菅　
　
儀
憲　

　
和
田　
雅
志
、　
菅　
　
和
幸

　
亀
井　
弘
江
、　
松
下　
昌
司

◎
丸
山　
健
太
、　
平
川　
健
太

　
柳
沢　
帆
貴
、

水
口　
誠
人

住

民

生

活

班

国

保

年

金

班

税
務
・
収
納
管
理
班

班
長　
西
村　
哲
也

班
長　
藤
田
美
寿
穂

班
長　
山
下　
元
司

保
健
福
祉
課

課
長　
中
岡　
瑞
恵社

会
福
祉
係

障
害
者
福
祉
係

社

会

福

祉

班

班
長　
西
森　
建
次

　
岩
本　
久
美
、　
筒
井　
由
香

　
髙
岡　
　
幸
、　
大
西　
紀
子

　
伊
藤　
千
恵
、　
有
明　
美
恵

　
田
中　
理
惠
、　
佐
伯　
泰
史

　
團
上　
昂
志

高
齢
者
福
祉
係

介
護
保
険
係

長

寿

介

護

班

班
長　
大
北　
康
子

　
菅　
あ
ゆ
み
、　
中
川　
昌
泰

　
佐
伯　
香
奈
、　
大
西
亜
紀
子

露
口　
純
平

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
篠
﨑　
幸
子
、　
畝
本　
幸
男

　
佐
々
木
将
史
、　
藤
原　
友
明

　
武
知　
慎
也　

柳

谷

支

所

支
所
長　
岩
市　
幸
広

　
相
原　
和
乃
、　
吉
田　
恵
子

美

川

支

所

支
所
長　
髙
岡　
政
明

　
高
岡
さ
ち
江
、　
櫻
田　
美
紀

上田雄一郎�（ふるさと創生課）
　日々、勇気と思いやりを
持ち公務に努めて参りま
す。どうぞよろしくお願い
致します。

面

河

支

所

支
所
長　
松
本　
利
広

　
中
川　
伸
二
、　
菅　
　
理
恵
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議
会
事
務
局

　
大
野　
由
紀

事
務
局
長　
中
川　
隆
範

農
業
委
員
会

事

務

局

　
坪
谷　
頼
都

事
務
局
長　
篠
﨑　
慶
太

（
農
業
戦
略
課
長
併
任
）

事
務
長
◎
近
澤　
雅
彦

保
健
推
進
係

　
竹
内　
泰
子
、　
松
村　
美
子

　
西
森　
里
枝
、　
渡
部　
卓
二

　
篠
崎　
由
紀
、　
片
山　
千
晶

　
西
山　
智
子
、　
岡　
　
裕
子

　
上
田　
　
恵
、　
水
野
ゆ
か
り

　
上
場
須
美
子

保

健

推

進

班

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

さ

さ

ゆ

り

荘

班
長　
吉
岡　
美
鈴

施
設
長　
岡
野
早
百
合

（
総
括
局
長
兼
務
）

　
谷
本　
　
香
、　
井
上　
美
子

◎
重
藤　
亜
矢
、　
小
野　
輝
子

　
樽
茶
恵
里
加
、　
石
原　
清
湖

　
井
上　
好
美
、　
尾
花　
　
仁

　
井
上　
祐
子
、　
小
倉　
大
征

環
境
整
備
課

課
長
◎
釣
井　
好
春

環

境

衛

生

班

班
長
◎
近
藤　
康
明

環
境
衛
生
係

　
菅　
　
雄
介
、　
一
野　
　
智

水
道
係

下
水
道
係

上

下

水

道

班

班
長　
藤
岡　
和
雄

　
石
村
光
四
郎
、
○
沖
中　
博
美

　
西
山　
哲
史
、　
髙
橋　
充
将

　
渡
部　
和
也

斎
場

　
伊
藤　
哲
博

建

設

課

課
長
◎
西
森　
　
稔建

築
係

管
理
係

管

理

建

築

班

　
山
中　
泰
文
、　
菅　
　
友
紀

　
大
栩　
寿
志
、
◎
平
野　
勝
規

　
吉
田　
　
務
、　
友
井　
拓
海

公
共
土
木
係

農
業
土
木
係

林
業
土
木
係

公

共

土

木

班

班
長
◎
石
元　
篤
也

（
管
理
建
築
班
長
兼
務
）

農

林

土

木

班

班
長　
猪
上　
浩
明

　
元
藤
美
津
江
、
○
大
南　
千
寿

　
大
西　
淳
史
、　
菅　
　
隼
人

横
山　
海
斗

　
中
田　
孝
治
、　
友
井　
利
幸

　
日
野　
寿
昭

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と
創
生
課

課
長　
大
野　
和
也

班
長　
中
村　
彰
正

商
工
係　

観
光
係

公
園
係　

観
光
施
設
係

移
住
・
定
住
促
進
係

商

工

観

光

班

移

住

促

進

班

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｇ

久

万

美

術

館

面
河
山
岳
博
物
館

天

体

観

測

館

　
杉
原
美
和
子
、　
髙
岡　
智
哉

　
中
島　
小
巻

　
岡
山　
健
仁
、
○
矢
野　
真
志

　
藤
田　
康
英

　
岡　
　
誠
也
、
○
土
居　
通
成

○
大
西　
巧
史
、　
片
岡　
里
香

　
川
崎　
竜
司
、

上
田
雄
一
郎

　
菅　
壮
一
郎
、　
倉
橋　
広
幸

班
長
◎
日
野　
優
司

班
長
◎
並
松　
真
弓
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◎ 

昇
格
　
　
○ 

昇
任

 

新
規
採
用

教

育

委

員

会

事

務

局

事
務
局
長
◎
辻
本　
元
一

教

育

長

日
野　
和
也

学

校

教

育

班

班
長
◎
大
西　
洋
三

　
大
野　
明
美

美
川
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

　
小
松
美
津
子
、　
上
沖　
文
孝

久
万
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

　
角
谷　
慎
治
、　
十
亀　
　
渚

美

川

幼

稚

園

　
山
本
健
太
郎

お
も
ご
幼
稚
園

◎
横
川　
佳
奈

仕
七
川
幼
稚
園

　
木
下　
弘
美
、　
久
保　
真
紀

　
髙
橋
麻
梨
奈

父
二
峰
幼
稚
園

　
宮
内　
晴
恵
、　
清
水　
　
彩

直

瀬

幼

稚

園

　
近
藤　
亜
紀
、　
髙
野
真
利
亜

畑
野
川
幼
稚
園

　
大
野　
早
苗
、　
矢
野　
　
龍

　
菅　
　
優
樹
、　
藤
田　
愛
衣

久

万

幼

稚

園

◎
金
山
奈
緒
美

明

神

幼

稚

園

　
西
森
正
一
郎

柳

谷

小

学

校

　
正
岡　
和
栄
、　
小
倉　
佳
昌

　
清
水　
隆
浩
、

西
岡　
真
里

学
校
教
育
係

施
設
管
理
係

　
池
田　
洋
子

柳

谷

幼

稚

園

農
業
戦
略
課

林
業
戦
略
課

課
長　
篠
﨑　
慶
太

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
併
任
）

課
長　
菅　
　
隆
則林

業
振
興
係

林

業

振

興

班

班
長　
玉
井　
　
猛

（
森
林
整
備
班
長
兼
務
）

　
田
中　
豊
嗣
、
◎
若
藤　
広
幸

佐
子　
紘
也

森
林
整
備
係

公
有
林
係

森

林

整

備

班

　
植
本　
誠
滋
、　
小
坂　
侑
平

農
業
振
興
係

農

業

振

興

班

班
長　
安
西　
昭
裕

（
愛
媛
県
よ
り
派
遣
）

　
髙
木　
　
勉
、　
髙
岡　
　
光

　
上
本
慎
太
郎
、

西
本　
遼
司

農
業
公
園

　
竹
前　
誠
人
、　
山
内　
賢
彦

　
小
倉　
和
恵

　
露
口
美
惠
子
、　
成
田　
裕
子

　
重
岡　
　
茜

出

納

室

会
計
管
理
者　
梶
家　
和
彦
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◎ 

昇
格
　
　
○ 

昇
任

 
新
規
採
用

病
院
・
老
人
保
健
施
設

院　
長
◎
松
木　
克
之

病
院
事
業
等
統
括
事
務
局

事
務
局
長　
和
田　
利
章

（
病
院
事
業
等
統
括
事
務
長
兼
務
）

内　
　
　

科

事

務

局

医

局

　
大
政　
公
昭
、　
大
野
百
合
恵

　
村
上　
里
美

　
医　
　
師

宮
本　
裕
也

　
医　
　
師　
原　
　
和
也

外　
　
　

科

　
外
科
医
長　
鈴
木　
偉
一

総
合
診
療
科

　
総
合
診
療
科
医
長　
森
實　
岳
史

（
老
人
保
健
施
設
あ
け
ぼ
の
施
設
長
兼
務
）

　
川
崎　
具
美
、 

佐
藤　
昭
久

　
矢
野　
　
豪

面
河
支
所

美
川
支
所

柳
谷
支
所

図
書
館

Ｂ
＆
Ｇ
久
万
海
洋

セ
ン
タ
ー

　
三
浦　
　
誉

　
西
岡　
　
信

　
大
西　
康
雄

　
丸
山　
陽
司
、 

岩
崎
か
お
り

整
形
外
科

心
療
内
科

眼　
　
　

科

　
非
常
勤
医
師

町
立
病
院

消
防
本
部
・
署
◎ 

昇
格

消
防
本
部

消
防
長　
織
川　
真
二

次　
長　
平
岡　
幸
夫

課
長　
髙
野　
　
貢

司　
令　
大
野　
秋
義

　
　
　
　
高
岡　
憲
一

　
　
　
◎
木
山　
広
太

　
　
　
　
山
本　
　
学

消

防

総

務

課

課
長　
髙
野　
　
貢

消

防

課

署
長　
髙
野　
　
貢
（
兼
務
）

消

防

署

三　
　

部
（
８
人
）

副
署
長　
明
賀　
　
徹

小
隊
長
○
梅
木　
耕
二

　
平
柳　
　
衛

　
石
丸　
修
嗣

◎
河
野　
祐
範

　
菅　
　
治
樹

　
川
﨑
新
太
郎

　
高
岡　
柾
宏

二　
　

部
（
８
人
）

副
署
長
◎
岡
田　
基
徳

小
隊
長
○
渡
部　
豊
和

　
大
野　
秀
樹

　
竹
田　
大
介

　
小
椋　
雅
志

◎
中
森　
崇
史

　
古
見　
祐
貴

　
伊
藤　
啓
司

一　
　

部
（
９
人
）

副
署
長　
岡
本　
　
剛

小
隊
長　
大
野　
憲
仁

　
山
本　
康
志

　
渡
部　
尚
智

◎
白
石　
敦
嗣

◎
渡
部　
佑
也

　
釣
井　
拓
良

　
佐
藤　
亮
介

　
釣
井　
雄
太

美
川
支
署（
９
人
）

支
署
長　
山
口　
直
樹

小
隊
長　
片
岡　
伸
也

　
岡
田　
成
志

○
池
田　
信
行

　
脇
川　
隼
人

　
光
田　
健
亮

　
正
岡　
　
真

　
小
倉　
徹
也

　
中
矢　
竜
介

班
長　
中
森　
信
子

　

社
会
教
育
係

生

涯

学

習

班

　
渡
部　
和
孝
、 

片
山　
栄
治

　
中
川　
昌
美
、 

遠
部　
　
慎

消
防
総
務
課
付　
　
　

愛
媛
県
消
防
学
校
入
校

　
　
　

筒
井　
冬
也

　
　
　

大
南　
昂
大

　
　
　

中
村　
文
哉
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父

二

峰

診

療

所

面

河

診

療

所

老
人
保
健
施
設

あ
け
ぼ
の

訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

薬
局
長
心
得　
松
岡　
　
綾

薬

局

　
臨
時
職
員

室
長
補
佐　
平
岡　
章
司

検

査

室

　
中
野　
友
博

放

射

線

室

　
濱
口　
正
紀
、　
山
澤　
正
彦

リ

ハ

ビ

リ

テ
ー
シ
ョ
ン
室

　
瀧
本　
順
平
、　
木
透　
笑
里

　
平
柳　
富
美
、　
辻　
　
博
子

　
西
村　
靖
子
、　
天
野
か
お
り

　
中
川　
裕
子

　
沼
田
美
智
子
、　
友
井　
紀
子

　
武
市　
　
純
、　
久
万
川
明
宏
、　
岡
本　
竜
也
、　
吉
田
千
恵
子

　
片
岡　
晶
美
、　
長
山
ひ
と
み
、　
水
本　
晴
代
、　
和
泉　
里
枝

　
正
岡
都
津
江
、　
藤
原　
恵
美
、　
菅　
佐
知
子
、　
西
山
実
千
代

　
大
野　
真
琴
、　
　
　
　
　
　
、　
林　
　
俊
博
、　
梅
木　
美
和

　
菅　
　
寿
子
、　
坂
本
カ
ヲ
リ
、　
石
割　
祐
子
、　
宮
田　
祥
平

　
伊
藤　
綾
野
、　
武
内　
　
葵
、　
谷
田　
和
美

長
曽
我
部
真
平

給

食

室

　
田
中
佐
知
子

所
長　
北
代　
正
大
（
嘱
託
・
兼
務
）

　
施 

設 

長　
森
實　
岳
史
（
兼
務
）

　
医　
　
師　
北
代　
正
大（
嘱
託・兼
務
）

　
事 

務 

長　
菅　
　
徹
夫

　
看
護
師
長　
八
幡
美
奈
子

看
護
部
長　
伊
藤　
初
枝

　
北
山
由
香
里
、　
山
本　
紀
子
、　
露
口　
晶
子

　
目
戸　
好
美
、　
山
地　
礼
子
、　
河
口　
慶
太

　
坂
本　
富
恵
、　
平
塚　
　
梓
、　
西
野　
幸
恵

　
小
田
原
麻
菜
、　
大
野　
由
香
、　
石
丸　
幸
子

　
奥
村　
裕
子
、　
藤
岡
美
和
子
、　
三
浦
美
代
子

　
河
口　
麻
矢
、　
小
川　
悠
里
、　
三
輪
田
美
穂

　
大
野
由
美
子
、　
上
岡　
慎
也
、　
平
岡　
貴
昭

　
鳩
根
須
賀
子
、　
坂
本　
菜
月

　
梶
原　
　
札
、　
梶
川
小
百
合
、　
崎
山　
千
歳

　
森　
美
由
起
、　
栗
田　
貢
輔
、　
大
西　
里
鶴

　
亀
井　
千
凡
、　
石
割　
大
貴

　
高
田　
弘
美
、　
平
野　
貴
仁

　
岡
本　
愛
子
、　
上
沖　
美
恵

一
般
病
棟

療
養
病
棟

在
宅
支
援

セ
ン
タ
ー

看
護
師
長

山
村　
哲
勅

看
護
師
長

小
川
か
お
り

　
平
塚　
明
美
、　
宮
田　
智
絵

　
菅　
し
の
ぶ

　
中
川　
久
枝

内　
　
　

科

中
央
処
置
室

外　
　
　

科

整
形
外
科

心
療
内
科

眼　
　
　

科

看

護

部

外　
　

来

看
護
師
長　
西
岡　
美
香

所
長　
恩
地　
森
一
（
嘱
託
）
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愛
媛
大
学
で
は
昭
和
52
年
４
月
か
ら
平

成
25
年
３
月
ま
で
、
研
究
、
教
育
と
診
療

の
３
つ
の
業
務
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
ま
し

て
、
故
郷
へ
の
心
配
り
も
十
分
に
で
き
な

か
っ
た
と
の
思
い
も
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

６
年
に
現
愛
媛
大
学
消
化
器
・
内
分
泌
・

代
謝
学
講
座
の
教
授
に
就
任
後
は
、
定
期

的
に
町
長
様
を
は
じ
め
町
の
指
導
者
の
皆

様
と
ご
意
見
を
交
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

医
学
部
学
生
の
地
域
医
療
学
講
座
の
サ
テ

ラ
イ
ト
病
院
に
ご
推
薦
で
き
ま
し
た
こ
と

と
、
医
師
不
足
の
中
で
十
分
と
は
参
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
何
と
か
医
師
派
遣
が
で
き

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
１
月
に
、
私
が
最
初
に
博
士
論

文
を
指
導
し
た
金
岡
光
雄
院
長
の
早
世
に

伴
い
、
医
師
不
足
が
顕
著
と
な
り
そ
う
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
お
手
伝
い
が

少
し
で
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
専

門
は
、
内
科
、
中
で
も
消
化
器
疾
患
や
糖
尿
病
で

す
。
総
合
診
療
的
な
こ
と
も
内
科
医
で
す
の
で
厭

い
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
大
学
で
の
勤
務
期
間
が
37
年
間
と
長

く
、
ど
れ
ほ
ど
お
役
に
立
つ
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
70
歳
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
体
力
と
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
も
問

題
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
先
、
何
時
ま
で
勤
務

で
き
る
か
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
頑
張
っ
て
み

ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
度
は
、
河
野
忠
康
町
長
と
愛
媛
大
学
第
三

内
科
日
浅
陽
一
教
授
の
御
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、

４
月
か
ら
、
町
立
病
院
と
父
二
峰
診
療
所
で
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
39
年
３
月
に
父
二
峰
中
学
校
を
卒
業
し
て

以
来
、
初
め
て
の
故
郷
で
の
常
勤
医
と
し
て
の
仕

事
で
す
。
先
日
は
自
分
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

棟
田
先
生
の
お
ら
れ
た
診
療
所
を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
感
慨
一
入
で
し
た
。
松
山
、
鹿
児
島
、

岡
山
、
今
治
、
重
信
、
今
治
と
勤
務
地
は
変
わ
り

ま
し
た
が
、
両
親
や
姉
兄
な
ど
が
郷
里
で
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
故
郷
と
は
長
い
ご
縁

で
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

恩
地　

森
一　

先
生

　
　

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

恩地  森一  医師

　
中
予
３
市
３
町
で
締
結
し
た
連
携
協
約
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
松
山
市
の
保
育
実
施
施
設

に
お
い
て
利
用
で
き
ま
す
。

●
事
業
の
内
容

保
護
者
の
就
労
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
病
気
中

の
お
子
様
を
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合
、
専

用
施
設
で
一
時
的
に
お
子
様
を
預
か
る
事
業
で

す
。

●
実
施
施
設

石
丸
小
児
科
・
芳
村
小
児
科
医
院
・
天
山
病

院
・
愛
媛
生
協
病
院

●
対
象
児
童

　
小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も

●
利
用
料

１
日
２
千
円
（
児
童
一
人
あ
た
り
）（
別
途
診

療
代
等
の
費
用
は
除
く
）

※
世
帯
状
況
や
課
税
状
況
に
よ
る
減
免
あ
り

●
利
用
方
法

実
施
施
設
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
施
設
の
利
用
状
況
等
に
よ
り
お
預
か
り
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課　
社
会
福
祉
班


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

松
山
市
役
所　
保
育
・
幼
稚
園
課


０
８
９
（
９
４
８
）
６
４
１
２

平
成
30
年
度

病
児
保
育
事
業
の
ご
案
内
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【申請窓口】
・住民課 国保年金班
　21－1111
　（内線135）
・松山東年金事務所
　089－946－2146

　

一
般
の
保
険
料
免
除（
全
額
免
除・一
部
納
付
）

の
場
合
は
、
世
帯
主
と
配
偶
者
の
所
得
も
含
め
て

免
除
の
対
象
と
な
る
か
判
定
し
ま
す
が
、
学
生
納

付
特
例
は
ご
本
人
の
所
得
の
み
で
判
定
し
ま
す
。

　

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
方

で
、
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
場
合

は
、
４
月
上
旬
に
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
て

い
る
ハ
ガ
キ
様
式
の
申
請
書
に
、
学
校
名
、
氏

名
、
住
所
な
ど
を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
便
ポ
ス
ト

　
20
歳
に
な
れ
ば
、
大
学
や
短
大
各
種
専
門
学
校

な
ど
に
在
学
し
て
い
る
学
生
の
方
も
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
少
な
く
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
、
将
来
、
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不

慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ハ
ガ
キ
を
紛
失

し
て
い
る
場
合
は
、
前
年
度
と
同
様
に
窓
口
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
（
ハ
ガ
キ
で
申
請
さ
れ
る

方
は
不
要
で
す
）

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

・
学
生
証 （
写
し
） ま
た
は
在
学
証
明
書 （
原
本
）

・
印
鑑

　
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合

は
、
障
害
の
状
態
に
応
じ
て
障
害
基
礎
年
金
が
、

遺
族
（「
子
の
あ
る
妻
・
夫
」
と
「
子
」）
の
方

は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で

の
国
民
年
金
の
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
の

期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
、
免
除
ま
た

は
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
も
し
く
は
事
故
の
直
前
の
１
年
間
に
未
納

が
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
！
今
年
度

申
請
受
付
は
４
月
か
ら
で
す

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

学
生
の
方
は

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
を
！

納　　　付 学生納付特例 未　　　納
障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間）

○
入ります

○
入ります

×
入りません

老
齢
基
礎
年
金

受給資格
期　　間

○
入ります

○
入ります

×
入りません

年金額に
計　　算

○
されます

×
されません

×
されません

※障害基礎年金及び遺族基礎年金を受給するためには一定の受給要件があります。
※�学生納付特例期間が承認された期間の保険料は、10年以内であれば、古い期間から順に納付が可能です。（ただ
し、承認を受けた期間の翌年度から起算して、3年度目以降は、当時の保険料に一定の金額が加算されます。）
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【対象者】
■国民健康保険の被保険者で、次の要件に

該当する方が対象です。
・久万高原町国民健康保険に継続して1

年以上加入している方
・受診日において、満40歳以上75歳未

満の方
・平成30年度に人間ドック及び特定健診
（住民健診など）を受診していない方

・国保税を完納している世帯の方
■後期高齢者医療の被保険者で、次の要件

に該当する方が対象です。
・本町に継続して1年以上住所を有して

いる方
・受診日において、満75歳以上の方
・平成30年度に人間ドック、健康診査
（住民健診など）を受診していない方

・後期高齢者医療保険料を完納している
方

（注意事項）
　短期人間ドックの検査項目には、特定健
診・健康診査の検査項目も含まれているた
め、特定健診・健康診査と重複して受診す
ることはできません。
※重複受診した場合は、ドック費用が全額

自己負担となりますのでご注意くださ
い。

【受診医療機関】　久万高原町立病院
（毎週水曜日が検査日。事前予約必要）

【自己負担額】　5 ,000円（ドック費用
30,000円のうち25,000円を助成します。）

【申込方法】
　保険証を持って、久万高原町立病院又は
住民課国保年金班（各支所でも可）の窓口
で申し込み手続きを行ってください。

14
日
以
内
に
忘
れ
ず

　

届
け
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の皆さんへ
人間ドック受診費用のうち25,000円を助成します

【問い合わせ先】
住民課 国保年金班
21－1111（内線139）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
も
し
く
は
脱
退
す
る
場
合
な
ど
は
…

　
国
民
健
康
保
険
の
届
出
が
必
要

な
場
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お

手
続
き
の
際
は
、「
届
け
出
に
必

要
な
も
の
」
の
ほ
か
、
世
帯
主
及

び
該
当
者
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー

ド
な
ど
）
と
、
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

【問い合わせ先】
住民課 国保年金班
21－1111
　（内線124･135）

国保に加入するとき 届け出に必要なもの

転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書

勤務先の健康保険をやめたとき 他の健康保険の資格喪失証明書

子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

国保をやめるとき 届け出に必要なもの

転出するとき 保険証

勤務先の健康保険に加入したとき 国保と勤務先の保険証

死亡したとき 保険証・葬祭を行う方名義の金
融機関の通帳

生活保護を受けるようになったと
き

保険証・保護開始決定通知書

その他 届け出に必要なもの

住所・世帯主・氏名などが変わっ
たとき、世帯を分けたり、一緒に
したとき

保険証

修学のため、他の市区町村に転出
したとき

保険証・在学証明書

保険証をなくしたり、汚れて使え
なくなったとき

身分を証明するもの
使えなくなった保険証
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【問い合わせ先】
・住民課 国保年金班
　21－1111
　（内線135）
・後期高齢者医療
　広域連合
　089－911－7733

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
健

全
な
運
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
２
年
に
一
度
保
険
料
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す

▼
所
得
の
低
い
方
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ

て
、
均
等
割
額
を
最
大
９
割
軽

減
し
ま
す
。（
２
割
軽
減
と
５

割
軽
減
の
対
象
が
拡
大
）

▼
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
方
（
国
民
健
康
保
険
・
国
民

健
康
保
険
組
合
は
除
く
）
は
、

所
得
割
額
の
負
担
は
な
く
、
均

等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　１人当たりの保険料は、均等に負担する「均等割額」
と前年所得に応じた「所得割額」の合計となります。

■保険料の計算方法

（　）内は平成28・29年度の数値

均等割額

＋

所得割額

＋

保険料年額

46,374円
（46,308円）

基礎控除（33万円）
後の総所得金額など

×
　　　　　　　　
　　　　　　　　

限度額　62万円
（57万円）

所得割率 8.78％
（9.16％）

■年金収入ごとの保険料年額（単身世帯の一例）

年金収入 軽減割合 平成30年度
平成31年度

平成28年度
平成29年度 比　較

80万円 均等割
９割軽減 4,630円 4,630円 増減なし

150万円 均等割
8.5割軽減 6,950円 6,940円 10円増

200万円 均等割
２割軽減

78,360円
所得割軽減なし

71,480円
所得割２割軽減

6,880円増

【問い合わせ先】
・保健福祉課
　長寿介護班
　21－1111
　（内線132）

介
護
保
険
料
が

　
　

改
正
さ
れ
ま
す

　
65
歳
以
上
の
方
が
支
払
う
介
護

保
険
料
は
、
町
の
介
護
給
付
費
及

び
地
域
支
援
事
業
費
に
す
べ
て
あ

て
ら
れ
、
そ
の
23
％
を
賄
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
多
い
市

町
村
ほ
ど
保
険
料
が
高
く
な
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
の
運
営
を
健
全

な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
も
、

町
で
は
３
年
に
一
度
の
介
護
保
険

事
業
計
画
並
び
に
保
険
料
の
見
直

し
の
検
討
を
慎
重
に
行
い
、
保
険

料
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■改正後の保険料額
所得段階 保険料

（年額） 対象者の内容

第１
※

0.45
（0.50）

  33,400円
 （37,200円）

・生活保護の受給者
・老齢福祉年金受給者で本人及び世帯全

員が住民税非課税の方
・本人及び世帯全員が住民税非課税で、

前年の課税年金収入額と前年の合計所
得金額が80万円以下の方

第２ 0.75   55,800円
本人及び世帯全員が住民税非課税で、前
年の課税年金収入額と前年の合計所得金
額が80万円以上120万円以下の方

第３ 0.75   55,800円 本人及び世帯全員が住民税非課税で、第
１及び第２段階に該当しない方

第４ 0.90   66,900円
本人が住民税非課税で、同じ世帯に住民
税課税者がいる方のうち、前年の公的年
金等収入と前年の合計所得金額が80万
円以下の方

第５ （基準）
1.00   74,400円

本人が住民税非課税で、同じ世帯に住民
税課税者がいる方のうち、第４段階に該
当しない方

第６ 1.20   89,200円 本人が住民税課税で、前年の合計所得金
額が120万円未満の方

第７ 1.30   96,700円 本人が住民税課税で、前年の合計所得金
額が120万円以上200万円未満の方

第８ 1.50 111,600円 本人が住民税課税で、前年の合計所得金
額が200万円以上300万円未満の方

第９ 1.70 126,400円 本人が住民税課税で、前年の合計所得金
額が300万円以上の方

※�平成30年度以降においても、公費による低所得者の方への保険料の軽減強化を図り
ます。（第１段階：現行0.50⇒0.45へ軽減、強化後33,400円）
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まごころ銀行からお礼
久万高原町社会福祉協議会

次の方々からご寄附をいただきました。お礼申し上げます。

東明神 棟田　憲文 様 渋　草 中川　　優 様
直　瀬 髙岡　克之 様 上黒岩 川崎　朝美 様
上野尻 﨑山　昭三 様 大　川 正岡　武志 様
菅　生 大野　友春 様 松山市 宮﨑　　通 様

（３月１日～３月31日　受付分）
（大野友春様分については　２月１日～２月28日　受付分）

ス　ギ ヒノキ
長さ 末口径 高値 曲 高値 曲

3.00

13 10,100 10,100 12,800 12,800
14 10,600   8,600 15,000 14,000
16 14,300 12,900 20,600 18,600
18－22 14,500 12,800 18,800 17,300
24上 14,500 12,800 18,500 16,700
30上 13,400 12,000 17,500 15,600

4.00

13 11,300 10,100 15,200 13,800
14－16 12,600 10,800 20,200 17,800
18－22 15,000 13,900 18,000 17,000
24－28 14,200 13,000 17,900 16,000
30上 14,000 12,900 17,800 16,000

6.00
18－20 19,300 17,800 27,200 23,500
24上

選　木 スギ ヒノキ マ　ツ
3.00 24上 17,000 23,100 11,700
4.00 24上 17,000 34,000 13,900
4.00 30上 16,300 42,900 13,500

市況

杉３m18上直曲共に４mの価格の方が高騰
中。４m造材が良。杉４mの一般材30上以上
は、４m造材でお願いします。
杉･桧、18～20㌢の一般材、選木共に３m造
材よりも６m造材の方が高値。出荷よろしく
お願いします。

木 材 市 場 市 況
3月24日　1065回市【久万広域森林組合】

広報広告

　
今
年
度
か
ら
自
動
車
税
が
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
、
県
税
窓

口
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
必
ず
５
月
31
日
（
木
）
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
５
月
中
旬
ご
ろ
お

手
元
に
届
く
納
税
通
知
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：「
自

動
車
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
に
つ

い
て
」

http://w
w
w
.pref.ehim

e.
jp/h10500/credit/credit_
nofu.htm

l

●
問
い
合
わ
せ　
中
予
地
方
局

・
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と


０
８
９
（
９
０
９
）
８
７
５
４

・
納
税
に
関
す
る
こ
と


０
８
９
（
９
０
９
）
８
７
５
２

自
動
車
税
は
５
月
31
日(

木)

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

●
職
務
内
容　
福
祉
施
設
の
介
護

業
務

●
勤
務
場
所　
久
谷
荘　
み
さ
か

荘　
江
南
荘
（
い
ず
れ
も
松
山

市
恵
原
町
）

●
勤
務
時
間　
１
日
７
時
間
45
分

●
賃
金　

月
額
18
万
１
千
百
円

（
３
月
１
日
現
在
）

●
対
象　
地
方
公
務
員
法
第
16
条

各
号
に
該
当
し
な
い
人

●
定
員　
４
人
程
度

●
申
し
込
み

〒
７
９
０－

０
０
０
３

松
山
広
域
福
祉
施
設
事
務
組
合

事
務
局
（
松
山
市
役
所
第
四
別

館
４
階
）

５
月
14
日
（
月
）（
消
印
有
効
）

履
歴
書
を
直
接
ま
た
は
、
郵
送

（
簡
易
書
留
）

●
問
い
合
わ
せ　
松
山
広
域
福
祉

施
設
事
務
組
合
事
務
局　
総
務
担

当
：
岡
本


０
８
９
（
９
４
８
）
６
４
１
６

※
詳
細
は
松
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

松
山
広
域
福
祉
施
設
事
務
組
合

臨
時
職
員(
介
護
員)

募
集
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▼
美
川
地
区
公
民
館
卓
球
大
会

（
３
月
４
日
／
美
川
中
体
育
館
）

【
団
体
男
子
１
部
】

　
優　
勝　
美
川
西
Ａ

　
準
優
勝　
美
川
南
Ａ

【
団
体
男
子
２
部
】

　
優　
勝　
美
川
西
Ｂ

　
準
優
勝　
美
川
西
Ｃ

【
団
体
女
子
の
部
】

　
優　
勝　
仕
七
川
Ａ

　
準
優
勝　
美
川
中
学
校
Ａ

【
個
人
男
子
Ａ
級
】

　
優　
勝　
吉
田　
務

　
準
優
勝　
吉
田　
樹

【
個
人
男
子
Ｂ
級
】

　
優　
勝　
西
﨑　
伸
也

　
準
優
勝　
中
川　
翔
馬

【
個
人
男
子
Ｃ
級
】

　
優　
勝　
西
﨑　
悠
人

　
準
優
勝　
猪
野　
彪
眞

【
個
人
男
子
Ｄ
級
】

　
優　
勝　
土
井　
幸
二

　
準
優
勝　
木
岡
加
寿
樹

【
個
人
女
子
Ａ
級
】

　
優　
勝　
吉
田
し
お
り

　
準
優
勝　
髙
岡　
華
花

【
個
人
女
子
Ｂ
級
】

　
優　
勝　
髙
岡　
朋
花

　
準
優
勝　
菅　
日
菜
美

広報広告

▼
第
25
回
町
長
杯
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
３
月
24
日
～
26
日
の

３
日
間
／
町
ラ
グ
ビ
ー
場
ほ
か
）

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　
優　
勝　
土
佐
塾

　
準
優
勝　
全
愛
媛

【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　
優　
勝　
高
知
中
央

　
準
優
勝　
広
島
県
Ｕ
17

【
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　
優　
勝　
高
松
北

　
準
優
勝　
阿
波
城
南

入賞された皆さん

スポーツ大会
結　果

SportsSports
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久
万
高
原
町
の

　

『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
の
こ
と

　

�

vol.11

協
力
隊
通
信

　

大
変
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

「
東
日
本
大
震
災
」
の
発
生
か
ら

７
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
地
域

に
お
い
て
も
、
「
南
海
ト
ラ
フ
地

〈上・下〉前回の町総合防災訓練の様子
（西明神・沖自主防災組織）

みんなで防災
総務課 危機管理室
21－1111(内146･147)

みんなで参加しよう！
久万高原町総合防災訓練
11月25日（日）に実施

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
上
田
で

す
。
現
在
は
、
上
高
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
、
上
高
通
信
の
作
成
、

放
課
後
の
学
習
支
援
な
ど
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
で
は
、

上
高
日
記
を
で
き
る
だ
け
毎
日
更

新
す
る
よ
う
に
心
が
け
、
上
高
の

些
細
な
こ
と
か
ら
学
校
行
事
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
分
か
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
高
通

信
や
保
健
だ
よ
り
を
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
い
つ

で
も
カ
ラ
ー
版
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
を

少
し
だ
け
改
装
さ
せ
て
も
ら
っ
た

の
で
、
見
た
目
も
多
少
変
わ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
上
高
通
信
の
作
成
で
は
、
で
き

る
だ
け
過
去
の
内
容
に
は
な
か
っ

た
よ
う
な
も
の
を
掲
載
す
る
よ
う

に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
自
分
の

立
場
か
ら
感
じ
る
こ
と
な
ど
を
大

事
に
し
、
発
信
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
の
学
習
支
援
は
、
こ
れ

ま
で
は
大
学
受
験
が
あ
っ
た
た
め

３
年
生
中
心
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
最
近
は
少
し
ず
つ
１
、
２
年

生
と
関
わ
る
機
会
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
勉
強
を
教
え
て
あ
げ
る
と

い
う
よ
り
、
一
緒
に
難
し
い
問
題

や
分
か
ら
な
い
問
題
に
取
り
組
む

と
い
っ
た
形
で
進
め
て
い
ま
す
。

地
道
に
学
習
支
援
を
続
け
、
少
し

で
も
勉
強
に
対
し
て
前
向
き
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

く
ろ
も
じ

ウ
ォ
ー
タ
ー

使
っ
て
ま
す
！

震
」
の
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確

率
が
70
～
80
％
と
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
町
も
防
災
・
減
災

対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

本
町
で
は
町
総
合
防
災
訓
練
を
今

年
の
11
月
25
日
（
日
）
に
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
町
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
防
災
機
関
を
は
じ

め
住
民
、
自
主
防
災
組
織
お
よ
び

関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
目
的
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
訓
練
当
日
は
「
震
度
６

強
」
の
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
は
自
主
防
災
組
織
で
決

め
ら
れ
た
避
難
所
に
集
合
し
て
い

た
だ
き
、
安
否
情
報
や
情
報
伝
達

訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。
大
変
お
忙
し
い
時
期
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ご
参
加
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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【問い合わせ先】
消防本部・消防署
　21－2411
消防署美川支署
　56－0303
ホームページ
http://www.kumakogen.
jp/site/syobohonbu/

消
防
だ
よ
り

あ
ん
ぜ
ん
あ
ん
し
ん

３月末現在の状況
火災   2  件
救急 153件
救助   11件

－火災・救急・救助－

久万高原町消防
　　マスコットキャラクター

“スーパーダッシュくん”

番で119
すぐに参上「

第
40
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
・
防
火
習
字
・
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
」

優
秀
作
品
の
紹
介 

【
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

　
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
前

に
、
「
第
40
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
・

防
火
習
字
・
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校

か
ら
５
６
３
点
の
応
募
が
あ
り
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
に

18
点
、
入
選
に
36
点
、
佳
作
に

１
０
４
点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
今
月
号
は
、
「
防
火
ポ
ス
タ
ー

の
部
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作

品
を
紹
介
し
ま
す
（
学
校
名
・
学

年
は
昨
年
度
）。
子
ど
も
た
ち
の

防
火
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
「
力

作
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
火
災
予

防
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

畑野川小６年
渡部　京香

仕七川小３年
秋山　敬太

仕七川小４年
黒川　優斗

久万小５年
中矢　智彦

久万中２年
髙田　弥的

久万中３年
真木　倫成

面河小１年
中川　梨心

久万中１年
大野　颯也

久万小２年
亀井　琉生
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1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

広報 久万高原４月号 24

木の香り漂う優しい空間

小さな町の図書館だより

久万高原町立図書館
【開館時間】午前９時30分～午後６時

TEL：５０－０４１５　FAX：５０－０４１６
ホームページ／http://www.kumakogen.jp/site/tosyo/

児童書 絵本

『わたしはヴァネッ
サと歩く』
ケラスコエット／作・絵
岩崎書店

　ヴァネッサという女の子が
転校してきた。いつもひと
りぼっち。いじめる子まで
いる。このままでいいの？ ある朝、勇気を出してヴァ
ネッサの家へと向かうと…。ひとりの子どもの小さな勇
気を描いた、文章のない、絵を読む絵本。

児童書 絵本

一般書 小説

『祝葬』
久坂部羊／著
講談社

　自分の死を暗示するような
謎の言葉を遺し、37歳の若
さで死んだ医師・土岐佑介。
彼は生前、代々信州を地盤と
する医師の家系である自分た
ち一族には「早死にの呪い」
がかけられていると語り…。

一般書 小説

『オリジン 上・下』
ダン・ブラウン／著
越前敏弥／訳
KADOKAWA
　スペインのグッゲンハイム
美術館を訪れていた宗教象徴
学者ラングドン。人類最大の
謎を解き明かす映像を発表す
るという元教え子のカーシュ
は、発表の直前、額を撃ち抜
かれて絶命する。一体誰が？ ラングドンが謎に迫る！

おすすめ　新刊案内

　オオカミはきっと「さよな
らは、さびしいばかりじゃな
いんだぜ」と思っている。キ
ツネにもちょっとそれがわかり…。「ともだちや」をはじ
める前の、キツネとオオカミのおはなし。「おれたち、と
もだち！」シリーズ第13弾。

※掲載している行事などは、都合により変更する場合
　があります。詳しくはお問い合わせください。

2018　5月の予定
手芸すずらん

祝日休館
憲法記念日

祝日休館
みどりの日

祝日休館
こどもの日

定休館日 古典学習会
やまびこ
（直瀬）

やまびこ
（美川）

定休館日 手芸すずらん
やまびこ

（明神・父二峰）
やまびこ
（面河）

おはなし会

定休館日 ささゆり読書会
やまびこ
（畑野川）

やまびこ
（美川・柳谷）

月末整理日
休館日

定休館日

『さよなら ともだち』
降矢なな／絵
内田麟太郎／作
偕成社

２
０
１
８　

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
　

４
月
23
日 （
月
） 

～ 

５
月
12
日 （
土
）

標語
「はじまるよ！本のカーニバル」

　

荒
井
良
二
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
た
と
き
に
カ
ー
ニ

バ
ル
の
楽
し
い
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。「
本
を
読
み
は

じ
め
る
と
わ
く
わ
く
す
る
よ
！ 

み
ん
な
、
本
を
読
ん
で

も
っ
と
楽
し
も
う
よ
！
」 

そ
ん
な
思
い
が
少
し
で
も
子

ど
も
た
ち
に
届
い
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

�

〈
標
語
入
選
者
の
こ
と
ば
よ
り
〉

☆「子どもにおすすめの本」の展示・貸出
☆本の交換市
☆雑誌ふろくのプレゼント
　 （※なくなり次第終了）

◇期間中の催し◇
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みんなで一緒に

健康づくり
久万保健センター

TEL︰21－2700　FAX︰21－0934
平成30年度乳幼児健診の日程が決まり

ましたのでお知らせします。

乳幼児健診に
行こう！

５歳児健診を実施します！
　本町では、これまで上記の「乳幼児健診」「１
歳６か月児健診」「３歳児健診」を実施し、お
子さんたちの健やかな成長と発達を見守ってい
ます。
　３歳以降のお子さんは、保育園や幼稚園など
の集団生活を通じて、先生やお友だちとの関係
など社会生活が豊かに広がり、心身ともに大き
く成長する時期です。そこで、小学校入学まで

１年余りとなる大切な時期である５歳（年中
児）のお子さんを対象に、新たに『５歳児健
診』を実施します。これを機会に、家庭や園で
のお子さんの様子を園の先生方と一緒に確認
し、お子さんのさらなる成長を促すきっかけに
つなげたいと考えています。
　日程や内容など詳しくは、所属の園などを通
じてご案内します。

健診では専門の先生が様 な々相談に対応します。
お子さんの成長・発達の確認にぜひお越しください。
対象月以外にも気になることがありましたらお気軽に
ご相談ください。

乳幼児健診予定表

【場所】久万保健センター

【受付時間】午後０時半～午後１時

＊費用は無料です。
＊お子さんが対象となる月には、
　郵送にて個別にご案内をします。

健診開催日
対象となるお子さんの誕生日

３～４か月児 ６～７か月児 ９～10か月児 １歳６か月児 ３歳児

H30年
� 4月19日（木）

H29.11.23～
� H30.1.19

H29.8.23～
� H29.10.19

H29.5.23～
� H29.7.19

H28.8.23～
� H28.10.19

H26.8.23～
� H26.10.19

� 6月28日（木）
H30.1.20～
� H30.3.28

H29.10.20～
� H29.12.28

H29.7.20～
� H29.9.28

H28.10.20～
� H28.12.28

H26.10.20～
� H26.12.28

� 8月23日（木）
H30.3.29～
� H30.5.23

H29.12.29～
� H30.2.23

H29.9.29～
� H29.11.23

H28.12.29～
� H29.2.23

H26.12.29～
� H27.2.23

� 10月18日（木）
H30.5.24～
� H30.7.18

H30.2.24～
� H30.4.18

H29.11.24～
� H30.1.18

H29.2.24～
� H29.4.18

H27.2.24～
� H27.4.18

� 12月13日（木）
H30.7.19～
� H30.9.13

H30.4.19～
� H30.6.13

H30.1.19～
� H30.3.13

H29.4.19～
� H29.6.13

H27.4.19～
� H27.6.13

H31年
�2 月21日(木)

H30.9.14～
� H30.11.21

H30.6.14～
� H30.8.21

H30.3.14～
� H30.5.21

H29.6.14～
� H29.8.21

H27.6.14～
� H27.8.21



くらしの情報

広報 久万高原４月号 26

※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。

5月くらしのカレンダー 休日当番医医

■お知らせ
ペットボトルの排出方法が変わりました。
ペットボトルは「ラベルをはがして」出してください。
ご協力をお願いします。
問い合わせ︰役場環境整備課　環境衛生班
　　　　　　TEL 21－1111（内線204）

5月の町税等の納付
口座振替　5月25日㈮
納 期 限　5月31日㈭
納期限内に納めましょう

1 火

2 水

3
憲法記念日

木 医 久万高原町立病院� 　21-1120 　21-1121

4
みどりの日

金 医 みかわクリニック� 　56-0908　　56-1650

5
こどもの日

土 医 久万高原町立病院� 　21-1120 　21-1121

6 日 医 うつのみや内科� 　21-3353 　21-3352

7 月

◆弁護士法律相談／10時～15時／久万
町民館

◆司法書士法律相談／10時～正午／社
協本所

8 火

9 水

10 木

11 金
◆住民健診／８時～10時／東川健康増

進センター

12 土

13 日 医吉村医院 　54-2050 　54-2065

14 月

15 火
◆住民健診／8時～13時45分／落合ふ

れあい館

16 水 ◆住民健診／8時～10時／面河住民センター

17 木

18 金

◆住民健診／8時～10時／西谷健康増
進センター

◆献血／9時～16時半／役場本庁ほか
◆久万高原ラリー／20日まで／ハイラ

ンドパークみかわ

19 土

食育の日
◆宙ガールの観測会・第11夜／15時～

／天体観測館
◆久万美アート夜話（第71夜）／19時～

／久万美術館

20 日

◆石鎚山系元気ウォーキング大会（道路
状況により変更有）

◆石窯パン作り体験／10時～／農業公
園41－0040（要予約）

◆星の講演会／14時～／天体観測館
◆これからの面河渓観光を考える講座／

10時～14時半／面河住民センターお
よび面河渓

医直瀬クリニック� 　31-0011 　31-0011

21 月 ◆心配ごと相談／９時～正午／社協本
所・社協柳谷支所

22 火
23 水
24 木
25 金 ◆住民健診／８時～11時／入野福祉館

26 土 環境美化の日

27 日

◆住民健診・歯周病検診／８時～11時
／産業文化会館

◆ギャラリーコンサート「魅惑のコント
ラバス」／14時～／久万美術館

◆門前市遊食祭くまくるまるしぇ／10
時～14時／久万町商店街

医西本医院 　21-1135 　21-1136
28 月 ◆住民健診／８時～10時／こかげ

29 火

30 水
◆面河山岳博物館・夜の講座「愛媛と

久万高原の田んぼの生き物」／19時～
20時半／産業文化会館研修室

31 木
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久

万
山

文

芸

味
噌
仕
込
み
あ
と
は
家
族
の
笑
顔

待
つ�

大
野
よ
し
子

嫁
ぎ
ゆ
く
孫
と
の
別
れ
春
惜
し
む

�

長
田　
康
惠

ス
ト
ー
ブ
に
焼
け
ば
芋
の
香
部
屋

に
満
ち�

天
野　
和
美

遠
く
住
む
子
供
の
雛
を
飾
り
け
り

�

岡
田
千
代
子

福
は
内
婆
の
歳
聞
き
豆
を
手
に

�
一
柳
り
つ
子

転
た
寝
の
覚
め
や
ら
ず
し
て
春
炬

燵�

和
田　
文
子

忙
し
き
は
恙
が
無
き
こ
と
二
月
尽

�

土
居　
静
香

春
の
う
た
か
あ
ち
ゃ
ん
コ
ー
ラ
ス

久
万
高
原�

大
原　
五
月

寒
桜
ち
ら
ほ
ら
咲
き
て
考
古
館

�

松
岡
八
重
子

新
樹
会

老
い
の
身
に
か
さ
ね
て
羽
織
る
彼

岸
寒�

小
森　
春
雄

梅
咲
い
て
床
し
き
香
家
ま
で
も

�

鈴
木　
俊
子

く
ま
ま
ち
の
お
ひ
な
ま
つ
り
の
粋

清
し�

田
内
冨
美
子

雪
が
舞
う
毛
槍
も
舞
う
や
火
伏
神

�

中
野　
　
榮

谷
川
の
瀬
音
高
鳴
る
雪
解
村

�

岡
田
百
合
子

目
の
覚
め
て
西
天
朧
の
十
日
月

�

正
岡
ゆ
た
か

夢
叶
ひ
母
と
抱
き
合
ふ
受
験
生

�

日
野　
蕙
子

孫
の
背
に
す
つ
と
お
ぶ
さ
る
ラ
ン

ド
セ
ル�

西
岡
さ
と
み

三
椏
俳
句
会

睦
俳
句
会

水
温
む
軍
艦
岩
の
よ
き
眺
め

�

篠
崎
喜
代
子

岩
屋
寺
の
古
杉
白
衣
着
雪
の
花

�

山
村　
治
夫

松
山
へ
霞
た
な
び
く
三
坂
道

�

藤
代　
恭
弘

蕗
の
と
う
夫
の
好
物
夕
餉
か
な

�

沖
中　
康
子

雪
と
け
て
久
し
振
り
見
る
沈
下
橋

�

天
野　
辰
晴

雪
の
中
を
小
さ
き
鳥
が
庭
先
で
小

米
つ
い
ば
み
心
な
ご
め
り

�

窪
田　
和
香

日
の
差
せ
ば
じ
ん
わ
り
雪
の
解
け

ゆ
き
て
畑
の
黒
土
に
ほ
ひ
立
ち
見

ゆ�

棟
田　
鮎
男

寒
き
朝
水
面
に
映
る
影
よ
け
て
軽か

る

鴨が
も

二
羽
の
動
き
の
遅
し

�

窪
田　
勝
子

鶯
の
声
も
そ
ぞ
ろ
に
鳴
き
き
れ
ぬ

行
き
つ
戻
り
つ
寒
風
に
消
ゆ

�
松
下
日
出
夫

野
芥
子
短
歌
会

厳
寒
の
冬
を
越
し
得
て
安
堵
せ
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
事
な
く
癒
え

て�

森
川　
信
子

花
作
り
を
老
い
の
楽
し
み
と
思
ひ

し
に
子
の
手
助
け
に
鉢
を
動
か
す

�

東
倉
紀
美
子

こ
の
冬
の
久
万
高
原
は
雪
多
く
野

菜
の
高
値
続
く
毎
日

�

窪
田　
正
雄

鳥
の
声
朝
の
厨く

り
や

に
聞
く
日
々
に
今

朝
は
聞
き
た
り
う
ぐ
ひ
す
の
声

�

松
下
や
す
子

杉
林
に
寒
夕
焼
の
光
り
差
し
冷
ゆ

る
木
の
幹
し
ん
し
ん
赤
し

�

尾
形　
冴
子

カ
ッ
ト
　
伊
東
　
一
朗
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▼
広
報
担
当
と
し
て
２
年
間
お
世

話
に
な
っ
た
渡
部
か
ら
、
担
当
が

代
わ
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
皆
さ

ん
の
目
に
と
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
広
報
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
新
規
採
用
職
員
の

顔
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。
皆
や

や
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
そ
の
表

情
や
コ
メ
ン
ト
の
中
に
意
気
込
み

を
感
じ
ま
し
た
。
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
る
方
も
、
そ
う
で
な
い
方

も
、
気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。�

（
大
西
）

編
集
後
記

人口（３月末現在） 前月比
男性 3,974人（12人） －18人
女性 4,483人（26人） －26人
合計 8,457人（38人） －44人

世帯（３月末現在） 前月比
4,489戸（26戸） －11戸

※注　外国人の方を含めています。（　）は外国人数

人のうごき（３月）
出生 死亡 転入 転出

3人 20人 35人 62人

ここって
すばらしい！

自治会の旅　134　

久万地区
東国自治会（15戸）

　
東
国
自
治
会
は
、
県
道
西
条
久

万
線
の
久
万
大
橋
か
ら
峠
御
堂
隧

道
ま
で
の
沿
線
に
位
置
し
ま
す
。

周
辺
に
は
久
万
美
術
館
、
久
万
公

園
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
な
ど
町
内
外

の
大
勢
の
方
が
利
用
さ
れ
る
施
設

が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
８
年
に
集
会
所
を
建
設
し

ま
し
た
。
経
費
を
積
み
立
て
し
、

土
地
は
会
員
さ
ん
の
提
供
を
受

け
、
備
品
も
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄

り
ま
し
た
。
毎
月
末
に
は
「
組
寄

り
」
と
し
て
集
ま
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
特
に
９
月
の
芋
炊
き
会

は
、
ほ
と
ん
ど
の
材
料
を
持
ち
寄

り
作
り
ま
す
。
幼
子
の
い
る
若
者

家
庭
か
ら
高
齢
者
家
族
ま
で
み
ん

な
集
ま
り
、
芋
炊
き
な
ど
食
べ
な

が
ら
談
笑
し
ま
す
。
３
月
の
親
睦

会
も
み
ん
な
で
盛
皿
、
ち
ら
し
ず

し
な
ど
作
っ
て
、
ま
る
で
料
理
教

室
。
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
も

お
料
理
上
手
な
先
輩
主
婦
の
お
か

げ
と
若
い
お
母
さ
ん
は
笑
顔
で

習
っ
て
い
ま
す
。
少
し
ア
ル
コ
ー

ル
の
は
い
っ
た
お
父
さ
ん
方
か
ら

の
「
う
ま
い
！
」
の
一
言
で
宴
も

た
け
な
わ
と
な
り
ま
す
。

　
最
近
の
組
寄
り
で
は
、
東
国
周

辺
の
県
道
西
条
久
万
線
に
歩
道
が

自治会の皆さん

集落の様子

な
い
の
で
、
歩
き
遍
路
さ
ん
か
ら

自
動
車
が
近
づ
き
怖
か
っ
た
と
の

話
も
聞
き
、
そ
の
危
険
性
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
歩
道
幅

の
拡
張
や
歩
道
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
と
相
談
し
、
町
や
県
へ
お
願

い
に
行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
過
ご
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。




